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事業の背景
製造工程の中で最も時間がかかり、生産能力が低い表面処理工程の改善と、増産体制の整備が急務

製造部門において、従来機である小型ショットブラストによる
表面処理工程が、装置の機能的な限界から大型部材や複雑な
形状の部材の加工に対応できないことや、一度の加工数が限
定的であることなどから、全工程の中で最も時間がかかり、生

産能力が低いボトルネック工程となっていた。また、近年は中
国や韓国、モンゴル、北米圏との取引が増えるなど、農機具の
海外販路開拓・拡大が進み、今後のさらなる増産体制の整備
が求められていた。

事業成果
ボトルネック工程を解消・改善し、生産能力・品質向上と、省人化、短納期化、採用・事業継続性の安定化を実現

大型モノレールショットブラストの導入で、ボトルネック工程
を改善し、生産能力のアンバランスを解消した。結果として、
表面処理工程の人員を3名から1名に省人化し、従来の2～4
倍量（部材の大きさによって異なる）を加工することが可能に
なった。また、人員の再配置など業務効率化も進み、全体の生
産能力が向上し、さまざまな製品の短納期化につながった。

さらに、装置の性能も格段に上がって、より一層精度の高い処
理が可能となり、製品の品質向上にも大きく影響した。新装置
では手作業の業務が大幅に削減され、熟練技術を要しない処
理工程が確立できたこともメリットで、経験の浅い若年層でも
採用できるようになり、事業継続性の安定化に資する取り組
みともなった。

実施内容
新装置導入による業務改善で、課題解決の突破口に

従来機である小型ショットブラストと比較すると、2トンまでの
重量の大型部材の加工が可能になり、また、一度に複数個の製
品・部品を加工できる大型モノレールショットブラストを導入す
ることで、課題であった「表面加工工程＝ボトルネック工程」の
解消・改善を実現し、①生産性の向上、②品質の向上、③省人
化、④短納期化、⑤採用条件の緩和など事業継続性の安定化、
を目指した。

時間を忘れて何かをする情熱
こそものづくりの原点です。
私たちの製品はすべて足寄の
自社工場でつくっています。

「どうにかできませんか」という現場の人の切実な訴えを営業
スタッフが丹念に拾い、開発・製造スタッフが現場の人の「あっ
たらいいな」を実現するため、設計・試作・改善を何度も繰り返
し、製品が完成するまで何年もの期間がかかることもありま
す。この情熱、好奇心と向上心が私たちの強みです。時間も手
間もコストもかかりますが、他社ができないことをやって、「キュ
ウホーに頼めばなんとかなる」というような高い価値を生み出
すのが持ち味だと思っています。
食の安全・安心への関心が高まり、オーガニック（有機栽培）農業
への転換を促す機運が世界的に高まっています。日本をはじめ世
界中で、家族規模で営む“小さな農業”が注目されています。小さ
な農業は大規模農業に比べて、効率がよいはいえません。畑の面
積が小さいと、大型の機械は使いにくくなります。機械が入れられ
ないと人の手を使う作業がメインとなり、結果として労働時間が
増えてしまいます。そういった、こだわりの農業に、こだわりのもの
づくりで応えていくことも、私たちの使命だと考えています。
今後も、困っている人のために、人の役に立つ使いやすさを追
求しながら、より時代に即した「他にはない製品」を世に送り出
していきたいです。

これまで熟練工頼みだった表
面処理工程が、導入した装置
により経験が浅い者でも簡単
に、かつ正確に操作できるよ
うになったことで、人員の定着
化を促進。採用及び事業継続
性の安定化にも寄与した
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トラクターなどでけん引しながら畝立て・除草をする中耕除草機「S3カルチ」は、同
社を代表するヒット商品（写真上）。本州や四国、九州の農家にも愛用されている。ト
ラクターに設置し、防除作業の際に作物を踏まないよう、葉をかき分ける機械「豆シ
ャトル」は、発明協会の北海道地方発明表彰「道発明協会長賞」を受賞。作物を踏む
とつぶれて歩留まりが悪くなるため、これまでは自作で同様の器具を作っていた人
もいたという、まさに「あったらいいな」をカタチにした製品だ
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